
安土城(別名無)(国特別史跡,百名城)(近江八幡市安土町下豊浦) 

 安土城建設前の安土山（目賀田山）には、当時明智光秀の配下で、近江守護佐々木氏に仕えた目加田（目

賀田）氏の居城である目加田（目賀田）支城があった。 

安土城は、織田信長によって、現在の安土山に建造され、大型の天守（現地では「天主」と表記）を初め

て持つなど威容を誇った。建造当時は郭が琵琶湖に接していた（昭和期に干拓が行われたため、現在は湖

岸からやや離れている。）。地下１階地上 6階建てで、天主の高さが約 32メートル。それまでの城にはな

い独創的な意匠で絢爛豪華な城であったと推測されている。総奉行は丹羽長秀、普請奉行に木村高重、大

工棟梁には岡部又右衛門、縄張奉行には羽柴秀吉、石奉行には西尾吉次、小沢六郎三郎、吉田平内、大西

某、瓦奉行には小川祐忠、堀部佐内、青山助一があたった。 

この城を築城した目的は、岐阜城よりも京に近く、琵琶湖の水運も利用できるため利便性があり、加えて

北陸街道から京への要衝に位置していたことから、「越前・加賀の一向一揆に備えるため」あるいは「上

杉謙信への警戒のため」などと推察されている。城郭の規模、容姿は、太田牛一や宣教師の記述にあるよ

うに天下布武（信長の天下統一事業）を象徴し、一目にして人々に知らしめるものであり、山頂の天主に

信長が起居、その家族も本丸付近で生活し、家臣は山腹あるいは城下の屋敷に居住していたとされる。 

1582年（天正 10年）、家臣明智光秀による信長への謀反（本能寺の変）の後まもなくして何らかの原因

によって焼失し、その後廃城となり、現在は石垣などの一部の遺構を残すのみだが、当時実際に城を観覧

した宣教師ルイス・フロイスなどが残した記録によって、焼失前の様子をうかがい知ることができる。 

日本の城の歴史という観点からは、安土城は六角氏の観音寺城を見本に総石垣で普請された城郭であり、

ここで培われた築城技術が安土桃山時代から江戸時代初期にかけて相次いで日本国中に築城された近世城

郭の範となった。そして普請を手がけたとの由緒を持つ石垣職人集団「穴太衆」はその後、全国的に城の

石垣普請に携わり、石垣を使った城は全国に広がっていった、という点でも重要である。（ただし、安土

城に残る当時の石垣の積み方は場所により様々であり、特定の「穴太積み」なる技法の存在を想定するの

は難しい。） 

城郭遺構は安土山の全体に分布しており、当時の建築物では仁王門と三重塔が、現在 城山の中腹に所在す

る摠見寺の境内に残っている。また二の丸には信長の霊廟が置かれている。 

滋賀県は 1989年（平成元年）から 20年にわたって安土城の発掘調査を実施した。南山麓から本丸へ続く

大手道、通路に接して築造された伝羽柴秀吉邸や伝前田利家邸、天皇行幸を目的に建設したとみられる内

裏の清涼殿を模った本丸御殿などの当時の状況が明らかとなり、併せて石段・石垣が修復工事された。調

査は当初予定通り 2008年（平成 20年）度の予算をもって 2009年に終了した。20年間で調査が実施され

たのは史跡指定面積の約 20%（17ヘクタール）にとどまったが滋賀県の財政事情から事業継続には至らず、

全域の調査（50年から 100年必要とされる）は将来にゆだねられることとなった。 

 高層の木造建築を建てる場合、中央に心柱を立てるのが多くの日本建築の特徴だが、安土城天主の礎石

は中央部の 1つだけが欠けている（他の礎石は全て現存している）。発掘調査では、中央に礎石が抜けた跡

はないことが確認され、またそこに空いていた穴からは、焼け落ちた天主の一部と思われる炭とともに、

壺のかけらのような破片がいくつも出土した。発掘時の推測では、この穴の上にはかつて仏教の宝塔があ

り（天守指図からの推測）、穴には舎利容器である壺が入っていたものと推測されている。 

 通常の天守は日常的な居住空間としては使用されなかったが、概要の通り信長はこの天守で生活してい

たと推測されており、そのための構造と思われる。こういった高層建築物を住居とした日本人は、信長が

初とも言われている。 

 天主台南西の百々橋口付近に摠見寺がある。持仏堂や戦死者を弔う小堂などを持った城は各地に見られ

るが、堂塔伽藍を備えた寺院が建てられているのは、後にも先にも安土城だけである。しかも単に城郭内



にあるだけでなく、百々橋口道（南西の入口からの道）から城への通り道が境内になっており、この入口

から入った者が城にたどり着くためには、必ず摠見寺の境内の中を通り抜けなければならない。『信長公記』

の記述から、この百々橋口道は通常時に城に入ろうとする者が使用するための道だったと推測されている。 

 秀吉は観音寺山と長命寺山の谷から大石を引き出すため人足を集めた。石引きの歌声が天地にこだます

る有様は、「昼夜山も谷も動くばかり」（『信長公記』「安土御普請の事」に津田坊が運ぼうとしたと記述）

だったという。なかでも「蛇石」という巨石は五間余（約 10 メートル）、推定三万貫（約 112 トン）あっ

たが、しかし引き上げる途中で綱が切れ、横滑りした蛇石に 150 人余が挽き潰された。その後蛇石は安土

山頂まで引き上げられたはずだが、現在までに幾度の発掘調査を経ても、未だ発見されていない。 

一般的に宗教心が薄いとされる信長であるが、天守内部の宝塔（推定）や絵画、摠見寺の存在など、安

土城には宗教的要素が多く見られる。 
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